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コミュニティ・スクールから学ぶ消費者教育のヒント

地域から学校へ、学校から地域へと人の輪や取組が広がるコミュニティ・スクールのあり方に

は、消費者教育のヒントが詰まっています。４つのポイントに分けて、そのヒントを見ていきます。

POINT 1 消費者教育の広がりをさらに推進

子どもたちの間でもゲーム課金やスマホを巡る消費者トラブルはあります。そこで、情報モラル

の枠で「セーフティ教室」を毎年やっています。消費者教育ともつながる内容ですね。最初は外部

講師の方を呼んでいましたが、教員が自分たちも勉強したいと奮起し、通信会社が作成した最新の

動画教材なども活用させてもらって、今は教員が講座を行っています。

ほかにも、税理士さんや社会保険労務士さんの講座も毎年行っていて、広い意味でお金の学習、

消費者教育になっていると思います。消費者教育はカバーする範囲がますます広がっているので、

色々な入り口から消費者教育につなげていけると感じています。

POINT 2　関係者を増やすことで負担を分け合い、活性化

外部講師の人選から依頼・調整は、以前は100％教員がやっていました。今はコミュニティ・ス

クールやPTAが活発に活動していて、教員の負担はかなり減っていると感じます。教員にも変化は

あって、コミュニティ・スクールやPTAを通して外部講師を頻繁に呼ぶメリットや効果を実感し、

依頼のハードルが下がっています。やはり子どもたちにとってプラスになることが実感できるとモ

チベーションが上がるようです。さらに、外部講師の方に来ていただくと後の学習がとても効果的

になるということも感じています。

今後、ハンセン病問題について弁護士の方の出前授業を予定しています。弁護士会から来たお知

らせを見た教員が、「ぜひ本校でもやりたい」と声を上げてくれました。

POINT 3　三鷹に浸透している「熟議」の文化

三鷹は話し合いの場を「熟議」と呼んでいます。以前、ある政治家がよく使っていた言葉で、な

ぜか三鷹でよく定着しているようです。「熟慮」して「議論」を重ねて課題解決を目指す対話で、

CS委員会などはまさにその実践の場となっており、コミュニティ・スクールにとって不可欠なプ

ロセスです。学校現場のみならず地域や家庭で、子どもたちが世代すらも超えて、社会性のある

テーマについて熟議を重ねる様子は、机上での学び以上に多角的であり、これから先社会に出た際

に強みとなるような、“実践”に近しい学びを得られるように思え、豊かな効果を発揮しているよ

うに感じます。
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POINT 4　リスペクトを忘れずに

PTAやコミュニティ・スクールは第一線で活躍する多様な方々が関わっていますから、一枚岩と

いうわけにはいきません。だからこそ、協力するにはお互いをリスペクトすることがとても重要で

す。スケジュールなど実務面はもちろん、先方のお立場や専門性による考え方の違いなど、本質的

な部分を含めてお互いの立場を尊重することが、持続可能な取組につなげていくための、最も重要

なポイントだと思います。

地域の人は「力」も「思い」もある。 
それをつなげることが大事

▶コミュニティ・スクールが定着することで、起きた変化はありますか？

中学３年生とは面談があって一人ひとりから話を聞きますが、聞いたことのないような専門的な

学問の話をすることがあります。「どこで知ったの？」と尋ねると、地域の人から聞いたと言って

いました。

また、学校から地域に出るとき、以前は休日や夜間でも教員がボランティアで引率するのが当た

り前でしたが、昨今は地域の方々が引き受けてくれるようになりました。今は、ボランティアを募

集すると抽選になるほどです。保護者の皆さんも、地域行事は子どもたちだけで出かけても大丈夫

という安心感があるようで、盛んになっているようです。この変化もコミュニティ・スクールの成

果が次の段階に入っている証拠かと思います。

三鷹市は学校が元気になることで地域が元気になるという発想で「コミュニティ・スクールから

スクール・コミュニティへ」という取組（学校三部制）もすすめています。地域の方が学校に協力

することだけでなく、生徒の様々な地域活動への参加率の高さを見ると、学校（生徒）の方から地

域へという動きも活発になっていると感じています。

▶今後の消費者教育の取組について教えてください。

例えば「エシカル教育」は、消費者教育の最先端で一番現実社会で重要な課題です。近年は、教

科書でも扱っていますが、なかなか学校現場だけではカバーしきれない部分もあり、地域の力を借

りて充実させることも有効だと考えています。不確実な時代と言われて久しいですけれども、想像

力をもって行動しないと思わぬ落とし穴がありますから、様々な事例やケースのことも知り知識と

生活や行動とをつなげながら考えられる思考力も育てたい。大人に対する安心感や信頼感は十分

育っているのですが、一方で生徒が自分で自分の身を守っていくためには、消費者教育では世間に

は悪い人もいて、だまされないような思考力・判断力を育てる学習も大切だと考えています。






